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はじめに
わが国の5歳児就園率は，幼稚園 ・保育所を合わせて
00%を越え，保育の中核ともいうべき保育内容の充実は
急務を要する状況となっている。しかし.現代の変動社
会において，幼児にどのような保育内容を精選し与える
かを決める乙とは非常IC難しい課題である。とりわけ，
保育内容は年どとに多様化しており，各国は現行の幼稚
園教育要領に示される 6領岐に，さまざまな内容を加え，
それぞれの特色を表わしている。そうしたさまざまな内
容には，情操教育』ζ関するもの，知的教育IC関するもの
などいろいろだが，それらすべてが明雄な教育的意図IC
基づいているわけではなく，図児確保のためのスローガ
ンにされているものも少なくない。
そ乙で，我々は昭和51年iζ，学歴主義 ・能力主義の思
潮が乙うした保育内容の多様化といった実情に，どのよ
うな影響を及ぼしているのかを正確に杷録するため， 近
畿を中心に調査を実施した。I)そして， 10年後の昭和61
年ICは， 54年以降の出生率低下による幼児数の減少は，
さらに保育内容の多核化を復雑κしているのではないか
という仮説に基づき追跡調査を実施した。
1 .調査目的
調在目的は，幼稚闘の諸条件が闘における教育内容 ・
方法にいかなる影響を及ぼしているのかを探る乙とKあ
る。乙乙でいう幼稚園の諸条件とは，設置者 ・地峡・在
籍腐児数 ・クラス数 ・lクラスの園児数 ・園舎面積 ・遂
動場面肢である。
設位者別IC公立 ・私立の悶を比較するのは，私立図ほ
ど園児確保のために，内容の多織化を区lり，さまざまな
方法を取り入れていると考えられるからである。また，
地域日1]ζ大都市 ・rt都市 ・81部の図lζ分けて比較するの
は，太郎市ほど学歴主義 ・能力主義を重視しているので
( 1 ) 
はなし、かと仮定されたためである。さらに.在籍園児数，
クラス数， 1クラスの園児数，園舎面続，運動場面績を
比較するのは，空間のスペ スーにゆと りがあり ，園児数
が少ないほど，より自由な保育が可能となるのではない
かと仮定されるからである。
地域別で用いた大都市 ・中総市 ・郡部は，次の基準に
よって大別した。大都市とは，人口100万人を越える都
市で， 乙乙では大阪市，神戸市，京鶴市(今回の調査の
み)が該当する。中部市とは，人口100万人以下の総市
で，堺市，豊中市など新興住宅地をかかえるものが，多
く含まれている。さらに郡部の固とは，近畿一円の町 ・
村にある闘が乙れに該当する。
2.調査方法
調査対象は表一1，表一2(C示した通りである。前回
の調査方法は.m話で依頼し承諾を得た図ICのみ調査察
を郵送した。しかし，それではサンプル数に制約がある
ため.今回は無作為に抽出した園iζl直後調査票を郵送し
協力を求めた。なお.2つの調査結果を比較するために，
調査裂は一部修正しただけで，できるだけ前回の項目を
表 1 前回の調査対象
長--;--ー と竺 公立 私立 5十
大都市(大阪市 ・神戸市) 50 120 170 
中都市(10-35万の都市〉 85 92 177 
郡部 76 37 13 
di. 211 249 460 
く調査期間〉
昭和51年7月15日-8月20日
く有効サンフりレ数> 254数
公立147 私立107
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表 2 今回の調査対象
;-;----_三;竺 公立
大都市(大阪市・神戸市・京都市)
中都市(100万以下の都市)
郡部
Z十
〈調査期間〉
昭和61年5月23日-6月 10日
く有効サンプノレ数> 581 
90 
365 
150 
605 
私立
199 
284 
18 
501 
公立(国立を含む) 379 公立 202
5十
289 
649 
168 
1106 
用いる乙とにした。匝収率は前回の55.2~杉に較べて今回
は52.5~杉とやや下まわったものの，かなりの高率であっ
た。
3.調査結 果
昭和5拝以降の出生率低下lとともなう幼児数の減少は，
各閣の教育内容・方法にどのような影響を及ぼしている
のか，園児数の推移から)慣にみていこう。
表3 在籍園児数(設置者別)倒
(1) 園児数の推移
表 3.表-4が園児数の推移を設置者，地峻別に示
したものである。表-3を見ると，前回の公立国での在
籍園児数は.101-200人が51.3%と最も多かったが，今
回は100人以下の闘が7割近くになっている。公立図で
の園児数の減少は極めて顕著で，特に表 4にみられる
ように郡部ほどその傾向が目立つ。
(2) クラス数
園児が減れば当然クラス数も少なくなるわけだが，前
回は公立の園では. 4クラスの園が最も多かった。しか
し，今回は2クラスの園が最も多く，公立問のほぼ9筈IJ
が5クラス以下の園である(表-5)。しかも，表-6
を見れば，郡部ほど小規模な公立園がふえている (表-
6)。
乙のように，公立閏において減少傾向が顕著なのに対
し，私立国では，乙の調査結果を見る限りでは，それほ
ど減っていない。しかし 1クラスの園児数では，公立
問機，減少傾向が現われてくる。
(3) 1クラスの園児数
幼稚園設置基準によれば.r 1クラスの幼児数は.40 
2) 人以下を原則とするJ と規定されている。 ζの設置基
準を越えるもの，つまり 1クラス41人以上の園が，前回
~100 101-200 201-300 301-400 401-
77.2 (28.5) 29.1 (29.1) 3.7 (13.9) 0.0 (5.6) 0.0 (0.7) 
25.1 (20.4) 36.2(30.1) 21.1 (25.2) 6.5(12.6) 11.1 (11.7) 
( )内は前回の調査結果
表4 在籍園児数(地域別)悌)
大都市
中 都 市
郡部
表5 クラス数(設置者別)防)
~100 101-200 201-300 301-400 401-
39.7(21.2) 37.9(36.5) 13.8 (23.5) 5.2(8.2) 3.5(9.4) 
49.7 (20.2) 32.0 (45.5) 11.8 (20.2) 2.1 (9.1) 5.1 (4.0 ) 
72.4(33.3) 24.4(43.5) 2.4 (8.7) 0.0(5.8) 0.8C 1.4) 
( )内は前回の調査結果
表6 クラス数(地域別)倒
~5 6-10. 1- ~5 6-10 1-
90.5 (73.5) 9.5(25.2) O.O( 0.7) 
46.0 (46.7) 38.5(39.1) 15.5(14.3) 
C )内は前回の調査結果
( 2 ) 
大都市
中都市
66.7 (54.7) 28.2 (34.9) 5.1 (10.7) 
72.8(62.6) 20.0(31.3) 7.2( 6.1) 
郡 部 I88.9(70.6) 10.3(25.0) 08( 1.5) 
( )内は前回の調査結果
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表7 4歳児クラスの園児数(設箇者別)閲
-30 31-40 41-
65.0 (37.9) 35.0 (55.2) 0.0 ( 1.7) 
69.7(31.5) 25.0(50.0) 5.3(14.1) 
( )内は前回の調査結果
表8 5 歳児クラスの園児数(設置者~IJ) 開
~30 31-40 41-
60.7 (23.3) 39.0 (70.4) 0.3 ( 4.2) 
70.0(19.8) 24.9(49.5) 5.2 (26.7) 
( )内は前回の調査結果
表9 1クラスの開児数(地域別)倒
-30 31-40 41-
大都市 67.0(15.0) 29.7(56.3) 3.4 (27.5) 
中都市 57.7 (15.8) 39.6 (75.8) 2.7 ( 7.4) 
割l 部 78.7(39.4) 21.3(47.0) O.O( 6.1) 
〉内は前回の調査結果
は 14.5~ぢも あったが，今回はわずか2.2%1ζ減っ てい
る。表一 7.表-8は4歳. 5歳児クラスの園児数を設
置者別に見たものである。今回の調査では，私立闘の 7
割が lクラス30人以下であった乙とは注目lζ値する。ま
た表-9から，大都市の園ほど41人以上のものが多い。
とζろで，今回の lクラスあたり園児数の減少は，私
立闘での減少に大きく左右されているよう IC思われる。
つまり ，私立国での在籍園児数の減少は，クラス数を減
らすほどではなく. 1クラスの園児数を減らす程度なの
ではないかと考えられる。私立国が必死ICさまざまな教
育目標を掲げたり，サービスを実施する乙とによって，
園児数の減少をくい止めているといってもよいだろう。
乙うした私立図の多彩な保育目標やサ ビースについては，
後K考察を深めたい。
(4) 園会面積
図舎面積は，各国の実際の函積が幼稚園設慣基準iζ示
されたものより，どれだけ広し、か狭いかを 3つの段階lζ
3)一分けて比較した。 両党首基準を大幅に満たしていない
「一155杉以下の園」とは，基準の85%しか満たしていな
いことを窓味している。そうした園の占める割合を前回
と比較したのが表 10であるが.32.7%から12.15ぢと大
幅に減っている。
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表 10 園会面積(全体比較)(%)
??
?
?
??
?????
36.4 
65.1 
-14-30 31-
30.9 
22.8 
表 1 歯舎面積(設置者別)倒
~-15 -14-30 31-
7.4 ( 9.) 13.7 (31.0) 78.9 (47.9) 
20.1(57.4) 38.7(23.8) 41.2(11.9) 
( )内は前回の調査結果
乙れをさらに設置者別に見たのが，表-11である。今
回の調査では.1一15%以下の私立園Jが半減している
ことが浮き彫りになっている。国会面積の幼稚園設置基
準はクラス数から害IJり出すわけだから，クラス数が顕著
に減少した公立国では，空間のゆとりが出てくるのは当
然、である。しかし，クラス数の大きな変動を示さなかっ
た私立固にも園舎のゆと りが生じている。
(5) 運動場面積
運動場面積も園舎面積問機，幼稚園設置基準に基づき
3つの段階iζ分綴した。 4)調査結果は園舎面積とほぼよ
く似た傾向を示しており，前回よりも 1-15%以下の図」
が減り，反対にほぼ設置基準を満たしている 1305杉以上
の園Jがふえている。しかし，園舎面積ほど顕著な傾向
ではないようである。
園舎面積，迷動場面積ともに解答のない図が50国近く
あり，空間のゆとりが園児数の減少にともなって大きく
表 12 運動場面積(全体比較)闘
今回の調査
--15 
18.7 
9.8 
一14-30 31-
26.3 
18.1 
55.0 
72.1 
( )内は前回の調査結果
表 13 運動場面積(設鐙者別)倒
ぐ3) 
~ー 15 -14-30 31-
6.7 (9.5) 9.5 (16.3) 83.8 (53.7) 
15.0 (23.6) 32.1 (28.3) 52.9 (34.0) 
( )内は前回の調査結果
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なったとは断言できないが，公立図ではおおむねそう言
えるのではないかと思われる。
4.自由活動
幽児数減少にともなう空間のゆとりは，自由活動の形
態 ・時間 ・内容に何らかの影響を与えているのだろうか。
(1) 自由活動の形態
自由活動の形態は，次の4つに分類された。
(イ)先生の手助けや指示なしに，子どもたちだけで自
自iζ遊ぶ。
{ロ)先生は， 環涜をととのえたり，ケガのないように
見守ったりしている。
(ベ先生も子どもたちの遊びに加わったり ，子助けを
したりする。
(ニ)子どもたちがそれぞれ自分の好きな活動ICとりく
み.先生は見てまわって適切な助言や指示を与え
る。
乙の分類は，前回の調査を行う前iζ実施した予備調査
より割り出したものである。
解答lζは， r時iζ応じて 4つの形態を使いわけていま
す」とか，i選ぴ難いJといったコ メン卜も記入されて
表 14 自由活動形態(設置者別)倒
イ ロ
いたが，全体的に(イ)は少なく ，自由活動といっても，す
べての乙とを子どもの自発性や自主性に任せきっている
のではない。
前回のものと比較して，十将〉形態を取ると答えた闘が
ふえているが，表ー14を見ると，そうした図は私立に多
いようである。今回の結果だけを見ると，設置者別では，
公立』ζ(ニ)の形態，私立附ロ!とかすの形態をよくとる図が多
く，同様』乙(ロ)と(ハ同形態は大鶴市に多い乙とが，表-14，
表ー15からわかる。さらに表一17から.園舎面積にゆと
りのある園ほど(同形態をよくと っているようである。
前回は，1クラスの園児数が少ないほど， (イ!と答えた
園が比較的多く，クラスの規漢が小さくなれば，子ども
たちの自主性・自発性の噂重IC結びつくのではないかと
5) 予想された。 しかし，今回の調査からいうなら，自由
活動の形態は，園舎のゆとりがある公立園とそうではな
い私立図にそれぞれの特色が見られた程度で，諸条件と
の大きな相関は見られなかった。とはいえ，公立図ほど，
子どもたちは各自で好きな活動に取り組み，その悶を保
育者が見まわりながら，必要な時IC助言や指示を与える
形態をよくとっている。反対iζ，関児数・クラス数の多
い私立の大規模図ほど，保育者は子どもにケガをさせな
ノ、 一
6.6(9.2) 37.7 (32.4) 39.8 (21.1) 52.2 (43.7) 
8.4(7.9) 46.5 (40.6) 51.5 (28.7) 41.6 (28.7) 
〕内は前回の調査結果
表15 自由活動形態(地域別)闘
、、』 zzf也幅 l
イ ロ ノ、 一
都市 10.2 ( 7.1) 56.8 (52.3) 50.9 (22.4) 44.1 (32.9) 
中都市 6.3 ( 8.2) 36.9(30.6) 44.1 (24.5) 51.2 (39.8) 
郡 部 7.1(10.1) 36.2 (37.7) 37β(24.6) 45.7 (31.9) 
〉内は前回の調査結果
表 16 lクラスの園児数との関連
イ ロ ノ、 ー
-30 8.0 (18.9) 39.4 (45.3) 45.3 (26.4) 46.4 (28.3) 
31 -40 5.6 ( 4.6) 44.1 (36.4) 41.0 (21.9) 52.3 (41.7) 
41- 7.7( 6.1) 30.8(45.5) 46.2 (33.3) 53.9 (21.2) 
)内は前回の調査結果
(4) 
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イ ロ ノ、 -
--15 7.8(5.6) 45.3 (51.4) 46.9 (26.4) 31.3 (26.4) 
1ー4-30 7.4(8.9) 40.5 (33.8) 54.6 (19.1) 44.6 (45心
31- 7.0(5ω 41.5 (33.8) 40.9 (21.3) 52.2 (35.0) 
)内は目1)回の調査結果
表 18 運動場面積との関連(%)
、ー、、ー W/ 晶t E 
イ ロ ノ、 一
~ 1ー5 4.0 (2.7) 50.0 (56.4) 52.0 (23.1) 40.0 (35.9) 
1ー4-30 6.5 (9.3) 46.7 (48.1) 44.6 (24.1) 43.5 (33.3) 
31- 7.7(6.1) 38.5 (43.0) 44.5 (21.3) 50.0 (36.8) 
〈 〉内は前回の調査結果
表 19 半日保育での自由活動時間(第)
表 17 園舎面積との関連側
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-50分 51-95 96-
大部市 I6.8 64.1 
中都市 I11.3 58:5 
29.1 
30.2 
22.6 割l 3.2 74.2 部
表20 長時間保育での自由活動時間開
-50分 51-95 96-
大都市 2.0 (15.3) 15.3 (44.7) 82.7 (31.8) 
中~市 1.8 (16.7) 19.6 (55.2) 78.7 (20.8) 
郡 部 4.2 (17.4) 10.5(43.5) 85.3(33.3) 
2十 2.3 (16.4) 16.9 (48心 80.8(28.0) 
〉内は前回の調査結果
いように環岐を整えたり，一緒にあそびIC加わりながら，
狭いスペースをうま く利用 してあそべる手助けをしてい
るようである。
設置者別』ζ見て， 公立 ・私立のどち らの闘が子どもの
自主性 ・自発性を尊重しているかは，乙れだけの結果で
速断は評されないが，公立の方がより好ましい条件下に
おかれているととは明らかである。
(21 自由活動の時間
乙の10年間に見られる自由活動の時間の変化は，全体
的lζ長くなった。今回は前回と異なり，弁当や給食によ
る昼食をとる長時間保育と.午前中だけで帰宅する半日
保育に分け，時間とその流れの記入を求めた。
長時間保育の場合，設置者 ・ 地域別の有意Ji~は見 られ
なかったが，、|モ口保育では中部r行IC自由活動の時間が長
いといった結果をえた。と乙ろが，自由活動の一つの流
れから判断すると，一度に長時間あそぶのではなく.2 
固に分けている闘が多いうえ.少数ではあるが3回に分
けているものも見られた。したがって，総時間の長さだ
けでは，その活動の質や充実度までは推定しにくい。
また.長時間保育での一日の疏れは.登園→自由活動
朝の集まり→ー芥活動→昼食→自巾活動→一斉活動→降
闘というのが必も多いのだが，太郎市の私立闘ほど，昼
食前にもう一度自由活動の時間を設け，一日 3回IC分け
る闘が多い。その一方，一度に長時間まとめて自由活動
をやらせるといった独自な保育パターンを取り入れてい
る闘もあるのも注目すべき点である。
表 21 1クラスの悶児数との関連(半日保育)倒
51-95 
臼3
64.9 
25.0 
96-
28.8 
24.6 
55.0 
-50 
7.0 
10.5 
20.0 
-30 
31 -40 
41-
表2 園舎面積との関連(半日保育)倒
?
???
?
?
?
?
51-95 
印.0
54.6 
66.4 
96-
25.0 
38.8 
25.4 
-15 
-14 -30 
31-
(5 ) 
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表23 自由活動の内容(設置者別)(%)
・・f.ムIL~、、、、 機能遊び議 どっ乙遊び事量 受容遊び嫌 構成遊び
公 立 65.2 74.5 31.0 72.8 
私 立 80.4 57.0 49.7 77.9 
「非常ICょくするJiょくする」の合計を示した。
.pく0.001
表24 自由活動の内容(地域別)倒
λでT機能遊び※ ごっ ζ遊び 受容遊び液難 構成遊び
大都市 71).9 73.7 46.9 81.6 
中都市 73.4 68.8 38.9 75.4 
初l 部 57.4 62.6 26.0 66.1 
」
数字は「非常lζょくするJと「ょくする」の合計である。
嫌pく0.01 液難 pく0.05
(3) 自由活動の内容
自由活動の内容では， ζ うした自由活動の時間K，子
どもがどんなあそびをよく行っているのかを母ねた。内
容は，
lイ)体をよく使う運動を中心とした機能あξぴ
(ロ) どっ乙あそび
ヤす絵本を見たり，音楽を聴いたりする受容あそび
{ニ)絞木・粘土などの構成あそび
iι分けた。全体的に絵本を見たり，音楽を聴いたりして
いるといった受容あそびが最も少なく，機能あそび ・どっ
ζあそび ・構成あそびがよく行われている。
乙れを設置者・ 地威如'JIC見ると.乙'っ乙あそびは公立
K，機能あそび，および受容あそびは私立に多く，地波
別では機能あそび，および受容あそびが大都市iζ多く見
られた。したがって，大都市の私立幼稚園の子どもたち
は自由活動の時聞に，体をよく使ってあそんでいたり，
絵本や音楽を楽しむ乙とが，そのほかの幼稚閣の子ども
よりも多いといえよう。さらに.大都市の公立図の子ど
もたちは，どっ乙あそびを多く行っているということも
いえる。以上が自由活動と幼稚園の諸条件との関連であ
る。
5.一斉活動
一斉活動あるいは設定保育の時間では，自由活動とは
異なり，保育者が明縫な目的やねらいをもって計画を立
て，活動を展開させていく。そ乙でまず，どのような活
動が実施されているのか，その内容について尋ねてみた。
(6 ) 
(1) 一斉活動の内容
一斉活動としてリストア yプされた33種類がどれだり
実施されているのかを示したのが，図ー 1である。全体
の実施率および設置別の実施容を示しておいた。斜線が
前回の実施率である。ほとんどの内容において，今回の
方が実施率が高いのだが， i読み書き算の初歩」を実施
する公立闘だけが前回をわずかIC下回っている。(前回:
2.0%，今回:1. 6必〉
最も代表的な内容は， i歌をうたうJiお話Ji絵をか
く」乙とであり，次いで， i製作H絵本をみるJi体育・
体育あそびJi植物の観察 ・裁縫H身体表現Jiリズム
あそび ・リトミックJi安全教育Ji集団ゲームJi楽器
を演奏するJなどがつづいている。
前回「よく実施する」という闘が10%以下であったも
ののうち，今回特にめだって行われるようになったのが，
「劇あそびJi見学Ji散歩Ji作業Jなどである。 i見
学Ji散歩Ji作業Jといった生活経験学留と結びつい
た内容の重視は， i作業」を除き，公立・私立ともに実
施率が高くなっている。と乙ろが，図で特にカを入れて
いるものとして自由記述をもとめたと乙ろ， .公立 ・私立
の特色が明確に現われている。乙れについては，後述す
る。
「文字あそびJiテレビをみるJi安全教育Ji読み書
き算の初歩Ji機器などによる学習」などについていえ
ば， i安全教宵」以外は.それほどの実施率ではない。
しかし， i文字あそびJí読み書き~の初歩j は，明ら
絹川・煽・幼稚園の保育内容の実態
図 1 一斉活動K見られる内容の実施率
( 7 ) 
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かに私立闘でよく実施されている。
と乙ろで，昨年の7月24日.文部省は幼稚園教育に関
する実態調査の結果を発表している。その中で，幼稚園
教育のあり方として問題にされている「文字と数量の取
り倣いjについては，次のように報告されている。 rい
ろいろな経験や活動の中で文字 ・数量IL対する興味や関
心が育つよう環境を盤えているJとしているものが 7， 
8tlJを占め，自由意見の中でも 「遊びなど日常・の経験や
活動の中で」指導しているものが多い。 6)
乙れは，文字や数:盤lζ対する特別な指導を行わず，通
常の幼稚園教育の中で輿味や関心を育てようという幼稚
溜が主流になっていることを示している。つまり，乙の
調査結果からは，漢字や英語，簡単な数量計算を行って
いるといった傾向はあまり見られなかった。
と乙ろが，今回の我々の調査では，私立国の2害IJ近く
が， r読み瞥き算の初歩Jを実施してお り，それを裏付
けるような自由記述が大都市の私立図に集中している。
つまり ，r英語Jr漢字Jr知育Jr知能あそびJrピア
ジェ式教材学習Jrモンテッソ ーリ教育Jr書き方」な
どに力を入れていると答えている園が多b、。乙のような
知能開発をうたった保育内容がどのように実施されてい
田
加
曲
剖
調a
却
(8 ) 
橋川 ・堀:幼稚園の保育内容の実態 293-
るのか明確ではないが，特別な指導により直接教え込ま
れている園も少ないのではないかと思われる。さらに，
大都市の私立鴎では， r音感教育Jr鼓笛隊Jr美術書道」
「お茶Jr日本舞踊」といった特殊技能教育や， r礼儀作
法HしつけJfC力を入れていると述べている国もある。
乙れとは対照的に ，r圏外保育Jr体力づくりJr基本
的生活習慣Jr集団の中での自己表現Jrf中間づくりJ，
さらにさまざまなあそびを重視しているといった記述は，
そのほとんどが公立園K集中している。とりわけ，中都
市や郡部の公立園では， r圏外保育」と「体力づくりJ
Kカを入れていると答えている箇が，他の地域と比べ顕
著に多く見られた。
つまり，大都市の私立図と中都市，特lζ郡部の公立園
での保育のあり方は対極的で，前者が才能教育に，後者
は幼稚園を子どもの生活と経験の場ととらえ，圏外の自
然を利用しながら，体力づくり，仲間づくり，経験のいっ
そうの拡大に力を入れようとしているといえそうである。
(2) 一斉活動の時間
一斉活動の時聞を前因企比較すると，全体的Kやや減
少しているのが表-26よりわかる。だいたい60分前後の
園が多く， 3時間あたりまで段階的κ減少し，それを越
える図はごくわずかである。 ζの傾向は，前回とほぼ同
じである。しかし，前回では郡部よりも都市に，公立よ
りも私立に一斉活動の時聞が長いという傾向が見られた
のだが，今回は設置者・地域間IL有意な差は見られなかっ
た。
と乙ろで，このように一斉活動の時間が前回よりも減
少しているにもかかわらず，その時間中に行われる内容
表25 一斉活動時間 (設置者月1)
-50分 51-95 96-
立 36.0(32.9) 41.6(47.3) 22.5(16.4) 
立 21.3(12.3) 43.6(39.6) 35.1 (38.7) 
5十 30.9 (24.2) 42.3 (44.0) 26.8 (25.8) 
)内は前回の調査結果
表26 一斉活動時間(地域別)
-50分 51-95 96-
大都市 24.8 (15.3) 38.9 (45.9) 36.3 (31.8) 
中都市 32.2(24.2) 43.7(50.5) 24.1 (179) 
郡 部 33.3 (34.8) 41.7 (33.3) 25.0 (30.4) 
)内は前回の調査結果
( 9 ) 
は前回よりもすべて実施率が高まっている結果をどのよ
うに解釈すればよいのだろうか。 1つには，保育者の内
容に対する理解が多様化し，子どもたちにさまざまな生
活経験を与えたいという願し、が考えられる。もちろんそ
うした多様化のすべてが惑いというわけではなし、。しか
し，明確な教育的意図にもとづかない多様化は，幼稚闘
を小学校の準備機関においやる危険性もないとはいえな
い。その保育内容の展開の仕方や，保育者の態度にも十
分な検討が必要である。
一斉活動の各内容の実施率が高ま ったもう lつの理由
は，ここでリストアップされた活動が，自白活動と明確
に分離できないものも含まれていたことにあるといえる
だろう。したがって， r一斉活動の時間で」と断ってい
るにもかかわらず，図で行われている活動内容としてO
がつけられたものもあるのではないかと考えられる。し
かし，それはともかく，見方をかえれば子どもたちが一
斉活動の時間だけにかかわらず，図での生活全体を通し
て多種の活動でかなり忙しい毎日を送っているというこ
ともいえるかもしれない。子どもたちに小学校段階IC必
要な知的教育を先取りして教えたり.礼儀作法の習得を
せっかちに強要したりしないで，子どもと保育者が共に
協力し合い，じっくり考えを出す時聞をもっ心のゆとり
が大切ではないだろうか。空間のゆとりだけでなく，乙
の心のゆとりが保育者および子どもたちに保障される必
要があるように思われる。
6.保育サービスの実施
段後lζ，r給食Jr全日保育Jrパス送illJrひるねJ
「クラブ活動Jr綴のための講座」といった保育サービ
スがどれだけ実施されているのか見てお ζ う。表-28か
ら，公立国の実施率が前回よりも下回っているのに対し，
私立国ではかなりの上昇がみられる。乙うした傾向は，
私立国では園児の減少をくい止めようと，保育サービス
を熱心に実施している乙とを物語っている。
今回の調査結果において窓外な乙とは， r全日保育」
の実施率が前回を下回っている点である。乙の結果を判
断するだけの資料は不十分ではあるが，同じ関西地区で
行われた山本和美の幼稚園教育内容 ・方法iζ関する調査
研究においても，やはり乙れと同様の結果が報告されて
いる。7)山本も「世間で，三種の神器 (給食，送迎パス，
長時間)と騒がれるほど，実施率は高くなし、J と指摘
しているように，乙れらのサービスは予想に反し実施率
は低い。特に長時間保育の実施率は低いのである。
長時間保育，全日保育といっても，だいたい2時頃ま
でに降圏する幼稚園が多い現状では，それ以上の保育を
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表 27 保育サービスの実施率 (設置者別)
全日保育 パス送迎
8.4 ( 9.5) I 9.2 ( 7.5) 
立 I72.3(45.3) I 21.3(32.1) I 52.5(2川
クラブ活動|親のための講座
2β( 3.4) I 45.7 (59.2) 
22.8 (10.4) I 50.0 (50.0) 
( )内は前回の調査結果
表28 保育サービスの実施率(地域別)
通示¥旦空 給食 全日保育 パス送迎 ひるね クラブ活動 親のための講座
大 都 市 48.3 (38.8) 19.5 (27.1) 24.6 (22.4) 4.2 (8.2) 17.0(8.2) 44.1 (51.8) 
中 都 市 38.7 (35.4) 9.8 (10.1) 22.9 (12.1) 3.9 (0.0) 9.8 (6.1) 52.1 (52.5) 
郡 部 63.8 (52.2) 15.0 (20.3 27.6 (15.9) 2.4 (1.4) 2.4 (4.3) 37.0 (63.8) 
( )内は前回の調査結果
必要としている子どもたちは保育所に行く乙とになる。 我々は保育者ーの実際の指導方法を観察する必要性を痛感
したがって，私立闘において.i給食Jiパス送迎Jiク している。今後さらに実践場面を踏まえながら，幼稚園
ラプ活動Jは閣児確保のために重視されても.i全日保 の教育内容 ・方法を追求していきたい。
育」はそれほどではないのもうなずける。 録後tζ，お忙しい中今回の調査に御脇力をいただいた
7.考察
以上が今回行われた10年後の追跡調査の結果である。
昭和54年以後の出生率の低下による幼児数の減少にとも
なう，各幼稚園の教育内容 ・方法の変化を知るための 1
つの手がかりを得られたのではないかと思われる。
まとめていえば，園舎や運動場にゆとりが大きくなっ
た公立園ほど，わずかだが子どもの自由活動での主導性
を尊重し，子どもの生活や経験Iζ力を入れようとしてい
る望ましい傾向が得られた。しかし，一斉活動lζ見られ
る教育内容の多機化は，特lζ保育者によるいろいろな活
動への関心の深まりによるものだけではなく，かえって
子どもの生活を窮屈なものにする危険性もないとはいえ
ない。それは，特lζ大都市の私立図IC~、えそうである。
大都市の私立圏では. 1クラスの園児数が減少してき
た乙とから，悶児を確保するための知能開発教育，特殊
按能教育が重視されている。乙うした園では，わずかな
空間のゆとりは生まれているとはいっても，それが保育
者や子どもの心のゆとりとなるとは隈らない。幼稚園で
の子どもの生活が充実したものになるのは，空間のゆと
りが保育者や子どもの心のゆとりを創り出している時に
のみ可能であろう。
今回までの調査は，保育者IC実施している内容にOを
つけるよう求めただけで，各内容が実施にどのように展
開されているのかについては見て乙なかった。しかし，
(10) 
各幼稚園の諸先生方lζ，心から感謝の窓を表したい。
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より，どれだけ広L、か狭b、かは次の式により算出し
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実際の遂動場面積一設置基準面積
x 100 (%) 
設置基 準 の面積
Summary 
Curriculum and daily plan at Kindergartens in Kinki area was statistically examined by a questionnaire and the 
following points are discussed. 
百ledecrease of preschool children has produced some allowance in respect to buildings and playground among 
state Kindergarten， which has led to increase of children's initiative activities. On the other hand， however， among 
independent sector， inurban area in particular， the strugg1e to keep the number of infants has brought a considerable 
deel of stress on more academic activities. 
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